
別記様式第７号その４（第４条関係）      （一面） 

景観形成チェックリスト（旧齋藤家別邸周辺地区）  １／２ 

対象事項 景観形成基準 
チェック

欄 

建

築

物 

高さ 
•敷地地盤面から１２メートル以下，かつ，３階建て以下とするこ
と。 

配置 
•通りに面する３階以上の壁面は，通り側への圧迫感を考慮し，通
りから後退するよう努めること。 

形態意匠 

及び色彩 

•歴史的建造物が建ち並ぶまちなみの景観と調和した落ち着いた形
態意匠及び色彩とすること。 

•道路から見える部分は，和の風情に配慮した形態意匠とするよう
努めること。 

•屋根の形状は，勾配屋根とするなど，周辺の景観との調和に配慮
すること。 

•木材や漆くい，石，日本瓦等の伝統的な素材を積極的に利用する
よう努めること。 

•道路から見える外壁の基調色は，マンセル値によるものとし，無
彩色（明度１から９．５まで）又は低彩度の茶系色（色相２．５
Ｙから５Ｙまで又は２．５ＹＲから１０ＹＲまで，彩度４以下，
明度１から８まで）とする。ただし，表面に装飾的な着色を施し
ていない自然素材（石，木，土，ガラス等）本来の色彩は，この
限りではない。 

•屋根の色彩は，黒又はグレー系を基本とすること。 

•外部に面する建具の色彩は，茶系又は黒褐色系を基本とするこ
と。 

建築設備

等 

•屋外階段，室外機，屋外配管等の建築設備は，道路から見える位
置には設置しないこと。ただし，やむを得ず道路から見える位置
に設置する場合には，植栽，格子，ルーバー等の目隠し修景によ
り，外部に露出させない工夫をすること。 

•太陽光発電設備等を設置する場合は，道路から見える場所には設
置しないよう努めること。 

附属建築

物等

（門，塀

等） 

•通りに面する門及び塀の主たる部分については，木材，漆くい等
の伝統的な素材を用いて仕上げるよう努めること。 

•通りに面しない門及び塀も，できる限り前記の形態意匠となるよ
う努めること。 

•建築物の外壁が道路境界線から後退している場合は，道路境界線
沿いに門，塀等を設置し，まちなみの連続性を確保するよう努め
ること。 

注１  通りとは，市道中央３―１１号線をいいます。 

２  各項目について配慮又は工夫をした場合は「○」を，届出行為に項目が該当しない場合は

「－」をチェック欄に記入してください。 



別記様式第７号その４（第４条関係）      （二面） 

景観形成チェックリスト（旧齋藤家別邸周辺地区）  ２／２ 

対象事項 景観形成基準 
チェック

欄 

建築
物 

外構 

•敷地内に既存の庭がある場合は，できる限り保全及び活用するこ
と。 

•屋外駐車スペースを設ける場合は，玄関まわりを含めた緑化修景
や生垣，板塀，格子戸等による目隠し修景に努めること。 

•ゴミ集積場，駐輪場等を設置する場合は，通りからの見え方に配
慮した配置とし，適正な修景を行うこと。 

•前面道路に門や塀を設けない場合は，生垣等の緑化に努めるこ
と。 

その他 

•屋外照明については，まちなみの景観に調和するものとし，過剰
な光量としないこと。 

•敷地内に歴史的な建造物などがある場合は，積極的にこれらを活
かすこと。 

工作

物 

高さ 

•敷地地盤面から１２メートル以下とすること。ただし，架空電線
路用等の工作物は，この限りではない。 

•周囲の建築物より突出したものとしないこと。 

形態意 

匠及び 

色彩 

•まちなみの景観と調和する形態意匠及び色彩とすること。 

•仕上げ材は，まちなみの景観と調和するような修景措置を施すよ
う工夫すること。 

•色彩は，マンセル値によるものとし，まちなみの景観と調和を保
つよう，無彩色（明度１から９．５まで）又は低彩度の茶系色
（色相２．５Ｙから５Ｙまで又は２．５ＹＲから１０ＹＲまで，
彩度４以下，明度１から８まで）とする。ただし，表面に装飾的
な着色を施していない自然素材（石，木，土，ガラス等）本来の
色彩は，この限りではない。 

自動販 

売機 
•自動販売機は，通りから見える場所に設置しないこと。 

木竹 

•塀越しに見える黒松など，既存の樹木を活用しつつ，道路沿いに
高木を配置するなどまちなみの演出に努めること。 

•通りから見える樹木の樹種は，区域内の和風庭園に用いられてい
る樹種を選定すること。 

•樹高５メートルを超える樹木を伐採しないよう努めること。ただ
し，やむを得ず伐採しなければならないときは，これに代わる植
栽を行うこと。 

景観形成面 
で特に配慮 
した事項 

注  １  通りとは，市道中央３―１１号線をいいます。 

２  各項目について配慮又は工夫をした場合は「○」を，届出行為に項目が該当しない場合 

は「－」をチェック欄に記入してください。 


